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48 番においてつまずきがみられる学生 2 名を対象とし、付点のリズムを演奏できるようにするた
めに、筆者が「右手を弾く＋左手はピアノを弾かずにリズムをひざ打ちする」という練習方法を
提案した。音価を頭で理解するだけではなく、身体で体感する試みである。練習方法の実践後の










































出てくる付点 8 分音符と 16 分音符に着目し、リズム強化を試みている 11)。 
 
Ⅱ. バイエル 48 番と研究目的 
  
1．楽曲について 






図１ バイエル No.48 出典：『標準バイエルピアノ教則本』全音楽譜出版社 p.37 
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ハ長調、4 分の 3 拍子、Allegretto、二部形式である。右手の 1 拍目で付点 4 分音符（バイエ
ルにおいて初めて出てくる音符）があり、2 拍目裏拍で右手の 8 分音符を入れる。右手は基本の
ポジション（ドレミファソの鍵盤の上に手を置く）で弾くことができ、4 小節ごとにスラーがか
かっている。左手の和音はⅠ度（ドミソ）とⅤ度（シレソ）の分散和音である。なお、1 小節目
と 5 小節目は 4 分音符と 8 分音符がタイとなっており、2 小節目以降と 6 小節目以降は付点 4 分
音符で記譜されている。1 小節目と 5 小節目は拍がわかりやすいように、2 拍目の拍頭が理解し




をすることによって、拍は感じながらも 1 小節が 1 拍のような流れのある音楽的な 3 拍子を感じ
ながら演奏できるように試みている。 
次に、付点 4 分音符の理解が弱い学生に対しての指導法を述べる。まずは 4 分音符+8 分音符
の長さが付点 4 分音符の長さであること（音価の理解）の確認を行う。右手のみ 1 小節目のパタ
ーンでタイを取って 3 小節目まで弾いてもらい（筆者が拍に合わせて手拍子）、8 分音符にリズム
を分割して考えさせてみることで理解を深めるように試みている。その弾き方に慣れてきたら、
1 小節目のようにタイをつけて演奏させ（筆者が拍に合わせて手拍子）、付点 4 分音符への理解を





 「バイエル 48 番につまずく学生の演奏時に見受けられること」を以下に記す。 
① 右手のリズムに左手が引っ張られ、両手とも右手のリズムを弾いてしまう。 
② 左手のリズムに右手が引っ張られ、両手とも左手のリズムを弾いてしまう。 
③ 拍子の理解不足。拍節感が感じられず 3 拍子でなくなる。2 拍目の間延びにより 4 拍子 
になってしまう。 
④ 2 拍目の右手で弾くレのタイミングがあやふやである。 
⑤ 右手で 1 拍目に弾いた音（ミ）を 2 拍目で聴いていられない。 
⑥ ソルフェージュの学び（楽典..音符と休符の種類や長さについて、リズム打ち..片手及び 
両手による）をピアノ演奏に活かすことができない。学習がつながらない。 
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3．学生 A について 
入学時点においてピアノは未経験であり、ピアノ以外で音楽活動の経験は特にない。前期の「音
楽基礎Ⅰ」において、バイエルは 29 番よりスタートし、29 番→30 番→31 番→45 番を合格して




 学生 A のバイエル 48 番演奏時に気づいた点を以下に記す。 
 ・Ⅱ.－２. 「バイエル 48 番につまずく学生の演奏時に見受けられること」の③④⑤⑥に該当
している（3 ページ参照）。 







3 拍子でなく、4 拍子になりがちである。付点 4 分音符+8 分音符の箇所で左手と右手がずれる
ことは理解しているようである。 
 
4．学生 B について 
入学時点においてピアノは未経験であり、ピアノ以外で音楽活動の経験は特にない。前期の「音
楽基礎Ⅰ」において、バイエルは 29 番よりスタートし、29 番→30 番→31 番→45 番を合格して




学生 B のバイエル 48 番演奏時に気づいた点を以下に記す。  






張られ、右手のリズムは全て 4 分音符になってしまっている。 
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 ・フレーズとフレーズがつながってしまう（8 小節目と 9 小節目）。 
  
3 拍子になっているが、付点 4 分音符+8 分音符の箇所で、両手が同じリズムになってしまい、
左手と右手のズレへの理解ができていないようである。 
 学生 B が、筆者の前で初めて演奏したバイエル 48 番を楽譜にした（図 2）。弾き直して音が合
っているかの確認がみられたが、弾き直して音の確認をしたのちの音を採譜している。 
 




 学生 A と学生 B が演奏するバイエル 48 番において、聞こえてくる音楽としては違うものであ




バイエル 48 番における学びとその拡がりについても考察した。 
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対象は、入学時にピアノ未経験者であった学生 A と学生 B である。バイエル 48 番において、
まず、3 ページに述べた指導法で付点 4 分音符への理解を試みたが、限られた時間の中では理解
が深まらなかった学生 2 名を対象とした。調査時期は、学生 A が 2018 年 10 月下旬、学生 B が










 学生 A は、拍子の理解不足と付点 4 分音符の 2 拍目（特に右手のレを弾くタイミング）に難し
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Ⅳ．結果と考察 
  
 1 週間後の演奏聴取において、学生 2 名ともがバイエル 48 番を楽譜通りの正しいリズムで弾く
ことができるようになった。2 拍目の左手と右手のズレに問題を抱えていたが、音楽の流れも自
然で、入学時点においてピアノ未経験者であったことを考えれば、十分に合格点をつけられる演




半構造化インタビューにおいて、学生 A は練習時間について、「毎日大体 20 分練習を行って、
そのうち 15 分位 48 番の練習をした」とのことであった。練習方法については、「教えてもらっ
た練習方法をやってみて、2 日目位からだんだん力が抜けて楽に弾けるようになりました」との
ことであった。1 週間バイエル 48 番を練習してみてどうだったかについては、「付点 4 分音符の
リズムがわかった」とのことであった。 




 半構造化インタビューにおいて、学生 B は練習時間について、「今週はバイエル 48 番だけを集
中的に行った。1 日だいたい 10 分位」とのことであった。練習方法については、「ミミレド、ミ
ミレドを弾いて、それにひざ打ちをつけた」とのことであった。その練習ができてから、筆者が
提案した練習方法も試してみたとのことである。1 週間バイエル 48 番を練習してみてどうだった
かについては、「いや、もう、前はテンパッちゃっていて全然・・・何やっていいかわかんなくな
っちゃって・・・落ち着いたら弾けるようになった」とのことであった。 
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3．バイエル 48番における学びとその拡がり 













過去のピアノレッスンノートから、48 番で初めてピアノにおいて 3 拍子の経験+付点四分音符の
経験をする学生が多いと考えられる。小泉（1986）は、「日本には、二本の足に常に、または交
互に均等の重心がかかる安定した二拍子系のリズムしかなく、三拍子系のリズムが発達しません
でした」と指摘している 16)。日本人のリズム感が感覚的に 2 拍子系であることを念頭に置く必要
があると考えられる。バイエルにおいて、29 番より前に遡ると 3 拍子の楽曲は 6 曲ある。また、
29 番以降 48 番までの間に 3 拍子の楽曲は 5 曲ある。32 番、33 番、34 番、42 番はユニゾンで
演奏する楽曲なので省き、新たに 37 番を課題に入れ、3 拍子の楽曲をピアノで演奏する経験とし
てもよいかもしれない。 
生活のうたの「おはよう」（増子とし作詞、本多鉄磨作曲）の中には、付点音符タッカのリズム
が出てくるが、1 拍の中に付点 8 分音符と 16 分音符のリズムがあるため、ここではふれない。し
かし、「おかえりのうた」（天野蝶作詞、一宮道子作曲）の簡易伴奏 7,8 小節目においては、4 拍
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っている。7,8 小節目の右手の付点 4 分音符+8 分音符は、左手の 8 分音符に合わせて弾けば問題
はないと考えられる。しかし、今度は 9 小節目の問題が出てくる。簡易伴奏では左手の 4 分音符
の刻みを 1 拍ととらえ、その中で付点 8 分音符+16 分音符を弾けばよかったのであるが（図 3）、





図４ おかえりのうた（本伴奏）7～10 小節目  
出典：『保育園・幼稚園の実習完全マニュアル』成美堂出版 p.154  
 




 また、3 拍子で付点 4 分音符+8 分音符が出てくる曲として、「ぞうさん」（まどみちお作詞、團
伊玖磨作曲）18)が挙げられる。以下に「ぞうさん」の冒頭 8 小節を示す（図 5）。バイエル 48 番
とリズムが同じであることがわかる。5 小節目のピアノ伴奏は 4 分音符に付点がないが、おそら
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くミスプリントであろう。 
杉山（2013）は、子どものうたの分析から、子どものうたの 9 割は 2 拍子か 4 拍子でできてい
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